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記者説明会（9 月 22 日（木）11 時・東千田キャンパス）のご案内 

 

触感（さわり心地）が製品の付加価値に影響を与えることを 

世界で初めて実験で実証しました 
～ 触感が製品の付加価値を高める科学的なエビデンスを提示 ～ 

 

論文掲載  

【本研究成果のポイント】 

  2019 年７月に広島大学東広島キャンパスで、本学の学生・職員 139 人を対象

に実施した実験（※）結果を分析し、人々が製品の触感に付加価値を感じることを

明らかにしました。 

本件につきまして、下記のとおり記者説明会を開催します。ご多忙とは存じます

が、是非ご参加いただきたく、ご案内申し上げます。 

 

記 

 

日 時：令和４年 9 月 22 日（木）11：00～12：00（10：30 から受付） 

場 所：広島大学東千田キャンパス（広島市中区東千田町 1－1－89） 

東千田未来創生センター ２階 M203 講義室 

説明者：広島大学大学院人間社会科学研究科  



実験で用いた触感の定義 

 
実験の風景 

 
 

 

【概要】 

広島大学大学院人間社会科学研究科経済学プログラム 角谷快彦教授



 

【研究成果の内容】 

 今回、角谷教授、栗田教授、DIC 株式会社らの研究グループは、広島大学の学生・

教職員の協力を得て、20１９年７月に独自に実験を実施し、そのデータを分析。製

品の触感と人々が製品に対して感じる付加価値の大きさの関係の分析を試みました。 

実験にはスマートフォンカバーを利用し、100 円ショップで売られている、透明

プラスチック製のカバーを参照製品とし、同ケースにすべすべ、ざらざら等触感の異

なる加工を施したケースを準備。任意で実験に参加した広島大学の学生・職員 139

人に実際に触ってもらい、参照製品が 100 円の場合、触り心地の異なる製品にいく

ら払うかを聞いたところ、回答者の社会経済変数をコントロールした後でも、また実

験モデルの頑健性検証のために参照製品の価格を１０００円に設定した場合でも、製

品の触感によって顧客の感じる付加価値が大きく異なることがわかりました。  

その結果、製品の触感の違いは、人々の支払い意欲（willingness to pay）に影響

を与えることが明らかになりました。 

 人々が E コマースへの依存を深める昨今、製品の視覚以外の情報が相対的に軽視さ

れるなか、本研究結果は、製品の触感の違いが製品の付加価値に影響を与えているこ

とを示しています。製品の触感による付加価値の向上のためのものづくりに科学的な

示唆を提供することができました。 

 

 

 

 
【お問い合わせ先】 

大学院人間社会科学研究科 教授  角谷 快彦 

E-mail：ykadoya@hiroshima-u.ac.jp 

 発信枚数：Ａ４版 4 枚（本票含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別紙） 

【ＦＡＸ返信用紙】 

FAX：０８２－４２４－６０４０ 

広島大学広報室 行 

 

記者説明会（9 月 22 日（木）11 時・東千田キャンパス）のご案内 

触感（さわり心地）が製品の付加価値に影響を与えることを 

世界で初めて実験で実証しました 

 
 

日 時：令和 4 年 9 月 22 日（木）11 時～12 時 

場 所：広島大学東千田キャンパス  

    東千田未来創生センター ２階 M203 講義室 

説明者：広島大学大学院人間社会科学研究科  教授  角谷 快彦 

    広島大学大学院先進理工系科学研究科 教授  栗田 雄一 

    DIC 株式会社新事業統括事業企画部       田川 大輔（Zoom


